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第5印 書 光 剤 に 関 す る炎 光 ス ペ ク トル に 就 い て
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(戸谷火工托東食Ll)
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な在かこr対しその炎光スべク11ルの状態/LmtJ･し,仕

If77!品の包研,た合扱皮革に1る影苛JLFrn2し持戒の

改良に井十も ここを百折とす,i

JE 拭料用宗品の年tl.臭漁業■革

押 用 苓晶の革緒■二つして.エri色記以外.こFEIして.三
ホ3称 こて述べJ=,芙色相J'_lqして.i六のわくでl-
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牲唱SFl fW脚 持玖品セたか.た
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RJ_/汁,ti74.究焦Jfス/L出 し'=くJLつ:. 亨液幻l

itLJ lP!放血さ1=6:CにT:モ甥 した

OEf.'t荊一gICtz:C_0.冊誠二は榊 帆改爺抑 ∫樵に

郎 アンJL三サムを作t肖させ,生 じ.=故知(.fJ,ikを白

だ沈A=._tせ繊'FT艶 こ上ってTA/_,ナ推 し,この/)法■こ-I

Lq河旭 した 決戦.tSlはJz諸道するのてこのJJ法こ

よった Fl8T_した7/I_ニケ人並を三,定立'こl',tj.するこ

とはE71枚 〔あった,

蛸 1班倍加 CuC(JCut()H).Sjt肘 押 枕僻絹の

汁,液に眺僻ア/そこウムケ太1､.生 btLL沈 整 セ

:tr'>kr択?.こてアソJe-1■'のtLか ･甘くIEるまで水

洗し咲 C一こて長嶺LJこ このT)達でif-N･の挟厳鞘

.三珊 7 /I-ニ ラi漬.こ.rjするので=}串は小 さ1,I.

花足付 (.J)7171J-ン11.CIJO･A･0.+CLLCH.
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当tbこ.=合成LナこものJz恥 た.分節位.エC1ド 223

7.であった

蓮aポ計 ･ ン1- ン′1)-I/ CLuH▲l'0一望u'こ

て含成 したt,のをffIいた

鵬 Jl,紳 その噛ま恭3-rRo)粂作と点く同一で

あも.



18jエ茄人JS泣虫拓抑20JUyF3冊

て炎巾に租借ガスを吹込tEと吹込口の現含3.ま軌 ･投

光を,放つ.恥 ､'eこの とに*勉奴の鋲臥せ九人すると

炎は妬め.<爽民IE'At也に諸色する.このスへタhLrl_,･

隷彰すると年井2上段の如くILる.

^ペタl/･のLt世,兵畠jkJ*及びgL
Iイス吹iiみの･'■合(So 二7′TSl
11汁at)

( ) 雄鰐ガスのrtDにVEftした並Jl75'九を炎中.二

晩込む亡-7;.D虹件が4 台する苛分.こて文 中の非業か
玉だして乎也の火花ttの発光を呈するが,その上五 二

鶴捗を#入 しても(㍗lこゑ一一る亡}>くほEitL1lTたがETl

らrLる.輔 2,i(政事将

32 だ会和利1=よる兵放

く]) 選牧羊熊7/{ニケ人に七夕ブタJL加 も(5

Iの絹合)こtLのヂqi炎や▲二九切 の掬7)抗iIなみ入

す る亡兄 三男しい什也を屯1ろ.この発色エ lL3).

(･S)･二見 する先払とは也Nd･全く同一である.1たこ

の瞭炎の先搬 JJ7位也にJ半也する｡この色調.ま3 l

t2)にBtけ ら炎也のそILと土くrL6-である.

(2) 逸始端頼 カリウムにセラ･'クを加え (a lの

都合)こかにlL■Jの堤叢性状鵬紬を加3t,その贈伐炎を

tZ畷するとint冊 色でa)ら.これに娃依ガスむ吹エムむ

図1 泣叫書atカ T)ウikgl松前の炎や･=q

dlガスと吹iiんだと～の音色ltT
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恐 2及び図2の如くなる｡但し焚2rflD机 上観俊Jt大 を示す｡ 瀧兜をJ約 す.こ .つ三.をもつて代iiす勺.

のもの,○軌 王政か一時懲l亘のもの,1印は執政がL′ト T,.ソ ト 拙く別い,:/ド潜粥がはは中抑IJ脳に親朋

さく炎色に拾んと形帯 しない と考えろitるものを′バ ifい ,杷F':/_,なす｡改変を創 フナに T,'なlLJってlt実

チ.また 印̀は誹 !に文iLGする-/Fを′TTT 拝具:ミ する.

A串柿｡

表 2 CuClA-クい',の法典ユU:強ま

り開銀
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V 低豊系青色炎

18 47PC_ 4-.引 ･' 51 秒化刺と助燃剤との配合昏治 lこよる形甘

.c j訂.-ヰ与38･･〇 粥切に削 W ･‡ガスをヲ至軒 fろ剛 ヒ耶 二ろ過攻繁鞍

ここ <arト I9E3･, 7/卓二ウム/-'J71いた｡
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連qEPLへタ:ル し=63- 229 つ57 TO ii3 〕 〇･コ ー067･

230 :259 コ8 月 O :I2 01C2l占 467B･-柏98 台531

17 4721-4719

濃 荘e_ス-9トル 52ぅ3･,-553).41･.炎中.こHCl

蔑糞が′トきいと>呪われる.折えは達也#鼓カ ウム

市にころ炎光ス-タトルにやけるがわくであ も .

衣2.図2の信介lこよってス-クトルの和也も述べ

ると次のヱ)である｡

α,'/ド 強度が火で且手広J /の広いLBlつのJlノtl

空襲打7. Er,.1L.Er,,と,3g.ニ掛 り､/†額粟とが

交互にほほ称しいriFMでSLuウ正しし,妃tは,なす,こLL

が音色党4)立件であって,海技qJ{-/Fの丑年を現わ

すにはa'JくL/rの強酸をもって代表する｡

,3-こ/ド ･rJ'/ドより軌 ･,i.こ.Pt.=上く(はた7il列

231 195 17 18 お 出 -O13〇

=32 71.1 53 I,さ 買 出 す0.14コ

泣 汝手近不 piBはCO..士て幌化のrLr色JAfilg

に対すろものセ買掛 こてTT.したもの

試3にbeい'亡は ryが大とlj:ち.こ従つ くn-/ドの

破産が大と1Ll).また LS,rノミノFの妹ALもほほ比例

的に和す.迎悦久へタトルの強収はこれと連に r/.yが

大となるに従って小となら,従って7it光としては他の

色光炎の堵i:.Lとl司坪一こ温まの旅 が詳しく解式がや ?

遼東の耗dlに於いて始めて明らかな也群が･fllられる｡

52 発色剤と般化刑の社ZIL=よる髭y
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発色JL戻す｡Xlo ニC=併 殺,yo 267親切513は井

勅 こ愚現が不即 †で速 く危漁である.為に分光野.=は

全市の発光li帝人し柑なカった.

前述の如 く.炎色は計充ESが･主体としてBiわれるが.

犬の先題は軌 ･赤幹也に滞也十ろ｡
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ろス- - T･半荘を掩.-るェ琴共 40)如くなる｡鮭化折

として宏姓TFtた JクムrJ用いた鵜舟表5の矢魚拓田で｡ま,花故育.重･-djZ弟.森扮.1･丑 も肉LF'に
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写末4 漁也斉̀酸カリウムJL酸化剤とする域

.合のス

-クトル61〇OAが現T-れる｡この/く/ドを〟と称する
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表6の訂こ牧は一般に照焼が不質屋であI),No31-1,
316,
321-32日王放牧が不班別でその適度が挺め⊂速

く軍記投影に1 るス-クトルの強度別荘il和巨であ
った｡
但東諾熊アノそこウ人の分Btを益すに従ってこ

の場合の偵向力強くたるO助燃剤としてはセラ･/ク,
枚もミビ･/チが比 較抑二放牧が安定である｡この

切fTの

A-クトルの状汝:三大蓋がたい｡表 7配 合 (可 重器≡酸カリウム /5/Po'】
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の軸瓜 二ついては｣監択 ピッチ,.fl成ビゥナb軸 の大

なる':/rJzliF･見るが班 スベクト̂ ,I,替いのて炎は

tS也を鞘びる●

5.4 等兼又は埋酸ガスを発生する軌姓剤のJf書

遼収 薦カリウムを鼓化前とする和瓦は土放れLこJこ
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劫

ソ rが鮮明でたく.且A,与J;ソrq)L2か CST1,1･

が現わLLる.これが･芝に灸色IiaXi:を含んだ白yuこ近

い状店に見えるのであるがL,こtLに収 又r三城債ガス

fL鉄輸Lf3ろ材 を西友すLILニ如何になるかJL拭旅し

た｡(邑しこれの多Etの温人は艶供血虻を叱下するので 1<o

このことには自ら択捉がある｡

表8

配L- (78)
週IE讃 放 カ l)ウム 7074'

1年す 1ノ LOタ3

7E棟晋 tbク'/

l叫駕(･Ti鮫)渉DP剤 5ク;

･lo 浄 血 苅 (HCi/詰.,) ･h J - L
237 - 3C.5 1.,3 2.1177

238 枚 AIt,ユ - I- (292) 316 115215 83

293 BHC :】占L' 32.ロ 149204 54

291 Jt七Ty･e三サー (3.3･i) 32.3 I.13 Z･76 18

Ttilo E爪 iL, j; CStK)

337 237 6.7 36 39 〈5 3.9 鼓

:38 2% 59 3_7 37 1.3 3.5 7
=93 226 6.4 49 4 2 46 iOr
=り1 90 6< iLi ･iO● 41 30■

表8によれは,灘 監Eqit前の鼠かこの†己蝶では明か

li野市がL現われな い.しかしこれ以上の見な加x,るこ

とは燃壌混在の放下を表し/て/ドの強度七城ずるから

好ましくないb上つ't併進宗に於いて也黙又は放縦ガ

スセ氾生すべき旅加mLfi:加えることにはあまり効果は

期待されlLい｡

1q 高温系青色炎

は化純':/rス-タトルセ利用する芯塩井'H也炎pエ

ス 1日,/ナウふ.-1Jウム等に明する,:ノrスペクト

ルを利用するものと特発尤条件が還る.

61 酸化剤と勃患剤との配合比及び酸化剤のaZfに

上る彰書
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424 20 6C 7B i9 0 C つ

J,25 20 60 :7.6 0 0 0

鼓9のFPで hfo J21.425の▼つ.ミ7'--7/ク耗的で

あって:花様幣を含まぬものIC･ある lL上のス-タhレ

軍英を77-.せほろ'355の如くてある.
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li現77tLtLい｡これは当然のことで.王あるが,鞍にi至

べたCtJによる,='/rJ5●℡汝!ヒ虫.こ上る.～-/rである

ことの腔 となら.和 してたとえ麦真正附 に姓化編を

用いてもgl化折Jい/rカ:現わLtないの.JL_CIz)'L.TLlJiCl

の影瓜 こ消費さLLるあであ,I)M L.

62 発色剤の粗肌 =よも形V
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aH,配合a2-こ於いてR色走力の鼓 も大きいのは#r

劫LLIiの和合であり,次には花附 ,甜 親のt写

てある.

63 太31兼酸化剤を用い4材力スを免生する替加輸

桔刑をhl]えたql合

I珊 僚 カ 1)ウノ. 107p'

→7斗/ウム 60,AJ

匁 rJ 10ガ(叶沖)

trL.L■エーrL ∫.-.'Lqr41

J一･～,3(として粕 したが'この祐台iiClJCIJ=ソ

nL全く現わ11なかった.恐らくは1TJo_187とr祖 に

Clは lゝECIの芳f!盛に77Ilされるのであ7日 か｡

Ⅶ 括 EI

)u二に於いて実用上JtもⅦ官IE脚 を.ELlげろと次の

如 くなるであろう.

(1) 他 宗に於いて背光のj一件たるC11Clrレ ､ソ

｢のみがJtも強 く開放に現わLlる義仲は矢巾に姐熊ガ

スJ5'JftEすることにある.rrEELてこの条件はEET のと

ころ過姐誹 7ン･･fニウふな冊化邦とすることによっ

て光されろ 笹較ガスを雌 し柑ない倍化前をJm ･る

ときは巾バンドの軸 1_/著しく耽下し,他の長だ長.:

28 '/ド,巧に合淵 化詞のJAL.lA.:技光笹捜ス-タト/,

22 CS(T)の曳壁が硬 くIiI7.炎色は殺白色に近づく

29 1C' (21市i弄:こあって-A_CuCl.:/rの蛍丘は-]′

ail 1.03 ネ/ウJtの牧をづ甘すに従って併下し分辞すろことJz7T:

57 2_2ム ナ 従って満足系'=て光度のプくなるYr丈を肘ることは

Ll

心

心

39

仏

氾

CuClI:/ドセ利用すろFtウEZlJEである.

支 離

cs(ド) l) W ･7E火 p 35(咽脚 q乙)

0 2) rF可⊥･l-37(明和3抑 )

0 3) 四円的･昨 ･花火の研究 l･)57(q紳 1時 )

O .) J ll Tヽrllor 九 CL,mprth帥51､日 ,E3佃 On

o morgLJlleandtheoreLLeAIcheml5tr) )･p l乏

o (1923)･

o S 伽rEnさはln･Ph}rsLhll】⊂hcCheml,ぐheTltdE亡rL
T.ら E亡2
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StlldLe84川 ColouTFILHnCContpo白itLOrHlfFLTCWl)rk白

5 011FlaTrLeSpccITllI)flllucCt)lourCl)rrlpr〉別tLOTI

L')で.1kcoShlTTnEu

Wcc.lr)SCClhrcek‖1dsoHlamecolourL Spectrum Ofothcr叩 pert=h]O,lde bLul(ls

blue]･ghtgreenandrcddlShorange､､】N'､ (5263-5531A)

､､H nserlasmallcopJXr PJeCemlOtlflllTnt･

ottlburnerTheb一ueco】ot'rzsc.1115Cdb_y

CuClbれ■-d5,41"atheSLrOrL即S11meSbet､､ccn
･1269-JJ560A ourpurpostH S lD uselh.,

{o】ouHofireworks TIMSIS gl､eltbysome

co一)persaltsorcol)permetalpo､､Jcr】■

1-,eゝCnCtlOlehLorlnCOrh)drochlorlCuC】dgn5,

butlfcollCenlr.lLIOnOfL･.TtSIStheSTTla日thcb)ue

colour】Sd･sturkd b) lltlhtgrccncolour,

JWhlChset･mstobc causedbヽ a亡C.TltLrtljOuS

The name sFCClr.Iare eXammとd ul-der

nヽrlOuSCOTldll】OnSInctlSeOflo≠ lempCra･

turcclass,amTTIOTllUm peTCh】orllt亡IStllC best

oxLdlZer ar)d gl､CS uXCCHent brl月htb)uc

lzI C舶 eofh唱hlCmpCrLLLurCClassllLS)leCeS-

Snry的dccreaECtheperccllt･･gCOfmngnCbLum

powder,bet=iiuSetlleCuClbllndsqecm 10

d)ssoclnle＼､】lh】ncreilSlllgOfzTl.lgneSlum

(HoEo_vnFlrCllOrl､sCo Ltくり

第 6細 7)L,ミニウムを助燃剤とする場合に放ける炎

光スペク トルに就いて

1 托 す IT 乗猿島果とその考察

簡報まで.こ於いては耗温系炎光スペクトルに陶し1 次の花台 (朗).こて雌 した指先は221の如くなつ

グネyウふな加悦洞とする場合について述べI=｡-)こ判 た.

i･ほ-/yネノウムの代りにアル ミニウムI_{用いた切合 衷I

E._如何になるかな知る為にここの雑駁に上り放コは 抑

みた.雑 の方状.Iで畔の7阻 等に朗しては前職まで

.こ放けると全く同級であろ.

7ル ミニウ人をマグ々ylyムの代 りに用いた和洞の

炎はこ..1,までに述べたものとiEだRっている.yJ)も炎 No 炎 色 河 r
中に7ル ミニウムの多沖の液珪なまじ之が飛散して火 193 1m n I-+7- 40

の教Jz生ずるが如くtR珠されろ.即ち7ル ミニウムは [91 3〇

-.17羊/ウムよりも沸flrが高く,為に--7スyウJ.の !95 次位ナト ウJIa

如く?,iL発が禿全に行われない為であろう｡(＼lt;の沸 196 30

だLU10oC.へlの沸7'LL8COOC)従って炎色和せ和洞 197 火 他ノ リ!/ム W
中に況入してもその劾恥 上77ネyウ上の勘合ほと明 L98 30
相 に現7111ない. L99 也3Etf洪酸瀬LA
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